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⑶ 子どもたちの運動・スポーツ活動の推進

●活動機会の提供
・「親子わんぱく体操教室」や「ジュニアスポーツ教室」の開催

●スポーツ活動の場の充実
・各種目競技団体やスポーツ少年団と連携した子どもたちの活動の場の確保

・小・中学校の運動場や体育館の開放

⑷ スポーツを支える人材の育成

●スポーツボランティアの育成・活用
・中高生や大学生のスポーツボランティア活動の推進

●スポーツ指導者の育成
・スポーツ推進委員の研修会や研究大会への参加

・スポーツ指導者の活動の場の提供

⑸ スポーツ環境の諸整備

●施設・設備の整備・充実
・小・中学校の施設の整備・充実

・総合体育館の一般開放

●スポーツ関係団体との連携支援
・関市体育協会と連携したスポーツ教室やス

ポーツイベントの開催

●情報の収集・提供
・スポーツ情報コーナーの設置・充実

・インターネット活用による情報提供

・効果的な広報の充実

関シティマラソン

小学生タグラグビー大会
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6) 芸術文化活動の推進（「関市文化振興計画」の概要）

　市民の誰もがさまざまな芸術・伝統文化を鑑賞・体験・創作・発表ができるよう文化施設の

維持・運営・管理に努め、施設の特徴を活かした企画を開催するとともに、体験・活動の場や

機会について支援し、情報を提供します。

　関市の伝統文化や文化財等の資源が次の世代に引き継がれるように調査、保存、周知、活用

を図り、子どもたちがより関心を持てる取組をはじめ、年齢、性別、国籍に関係なく、芸術文

化にふれることができる環境で、芸術文化が人と人、企業、団体をつなげて支え合う心豊かな

まちとなるよう芸術文化普及の推進を図ります。

　文化振興計画では、「伝統や芸術に触れる つなぐ 支える 心豊かな文化のまち」を目指して５つ

の基本方針を掲げ、その実現に向けて各種施策に取り組みます。

⑴ 文化活動に参加できる機会の充実

●鑑賞・体験機会の充実
・質の高い音楽、演劇、伝統芸能等を鑑賞で

きる「市民の劇場」の開催

・市民参加型で芸術文化を学ぶ「ワークショッ

プ」や「アウトリーチ」( 芸術普及活動 ) の

開催

・関市文化会館での「アフタヌーンコンサート」

の開催

・篠田桃紅美術空間における、郷土ゆかり

の作家の作品や地域の自然や文化をテー

マとした美術作品を鑑賞できる「展覧会」

の開催

●創作・発表機会の充実
・市民が創作した作品を展示・発表する「美術

展（アンデパンダン）」(無審査・無賞の展覧会)

の開催

・文芸大会、邦楽大会、洋楽祭、邦楽獅子舞

大会、山野草展、諸流いけばな展、市民茶会、

盆栽展、菊花展等、文化活動を発表する「文

化祭」の開催

小学校でのアウトリーチ

アフタヌーンコンサート
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●身近な地域での鑑賞・創作機会の提供
・市内のさまざまな施設・事業所に市の所蔵作品を積

極的に貸出し、展示公開する「どこでもギャラリー」

の実施

・生涯学習センターでの各地域「市民の劇場」の実施

●芸術文化を身近に感じる情報発信
・市内における芸術文化に関する団体やイベント、アーティストの情報集約と提供

・広報誌、チラシ、ホームページ、SNS等さまざまな媒体を通した、芸術文化の情報の発信

・高齢者や外国人向け案内の工夫（英語併記や情報のイラスト化等）

⑵ 文化への理解を深め、人が活きる身近な文化施設の充実・創造

●文化施設の効果的な維持・活用
・文化会館をはじめ、弁慶庵（惟然記念館）、円空館、洞戸円空記念館、篠田桃紅美術空間、

武芸川ふるさと館等、利用環境の設備と計画的な改修・更新

・市民が親しみをもって利用できるように、各施設における、関市にゆかりのある作品等の

展示公開の推進と企画・講座等の実施

⑶ 歴史・伝統ある郷土文化の保存・継承・活用・連携の推進

●文化財等の維持・継承
・国指定史跡『弥勒寺官衙遺跡群』の適切な保存・保護と「史跡公園」整備

・市内各所で受け継がれる行事、記念物、文化財等の基本調査

・国の無形民俗文化財である長良川の鵜飼漁の技術や習俗調査、環境整備を行い、ユネスコ

の無形文化遺産登録を目指す取組

・郷土芸能、伝統技術等の後継者育成の積極

的支援

●文化財等の活用・周知
・文化財の資料や情報の整理と、市民が関心

を持てるような体験プログラムへの活用

・文化財等の発掘調査の成果発表と展示・講

演会等の開催

弥勒寺史跡公園整備イメージ図
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⑷ 文化を通して心豊かになる環境づくり

●子どもを育む芸術文化の振興
・「出前俳句講座」や「子ども俳句教室」の実施

・「全国子ども俳句コンクール」の開催

●多様な市民が芸術文化に親しむ機会の充実
 ・施設パンフレット等の多言語化による情報

発信

●魅力ある景観の維持・保存
・新規文化財指定の際に、周知のための文化

財講演会等の開催

⑸ 人と文化をつなぐ人材・団体づくり

●芸術文化振興に関わる人材の確保・育成、基盤の確立
・芸術文化振興の要となる市民、行政、文化団体等をつなぐ人材（コーディネーター）の確保

と育成、芸術文化団体の活動支援

・企業、団体、ボランティア等と連携した芸術文化振興の基盤強化

●指導者の確保と芸術家の育成・活用
・市にゆかりのある芸術家情報の「アーティストバンク」への収集・登録と、情報発信、

創作発表

・アーティスト同士、アーティストと市民の交流

の場・機会の提供

・アーティストの市内での活動支援

・芸術文化分野等での知識、経験、資格をもつ指

導者情報を収集・登録と情報提供

出前俳句講座
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4. 資料編

1） 幼稚園、保育所、小学校、中学校の状況

⑴ 幼稚園、保育所の状況

［表1 幼稚園、保育所における児童の在籍状況 （5月1日現在）］
幼 稚 園 保 育 所

園　数 児童数 定　員 園　数 児童数 定　員

平成24年 ８ 889 1,355 21 2,046 2,390

平成25年 ７ 900 1,235 19 2,072 2,350

平成26年 ７ 898 1,235 19 2,095 2,350

平成27年 ７ 928 1,235 19 2,059 2,350

平成28年 ７ 907 1,235 19 2,044 2,350
※法人立幼稚園7園、公立保育園10園、法人立保育園9園

⑵ 小学校の状況

［表2 小学校の状況（5月1日現在）］
区　　分 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

学校数	 （数） 19 19 19 19 19

学級数	 （学級） 224 223 226 212 221

内：特別支援学級	 （学級） 28 28 30 32 34

教員数 	 （人） 364 359 356 352 356

児童数	 （人） 5,290 5,185 5,091 5,021 4,983

1学級あたり児童数	 （人） 23.6 23.3 22.5 23.7 22.6

⑶ 中学校の状況

［表3 中学校の状況 （5月1日現在）］
区　　分 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

学校数	 （数） 11 11 11 11 9

学級数	 （学級） 103 105 106 106 100

内：特別支援学級	 （学級） 19 20 21 19 20

教員数 	 （人） 235 235 232 239 214

児童数	 （人） 2,663 2,727 2,683 2,701 2,665

1学級あたり児童数	 （人） 25.9 26.0 25.3 25.5 26.7



24

2） 関市教育の市民評価（過去５年分）

※各年度の数値は、『満足』［（「とても満足」、「まあ満足」の合計（％））］です。

分野の項目 指 標 事 項
実 績 値

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

幼児教育
学校教育

幼児や小中学生への教育内容が充実し
ている 74.9% 77.8% 78.5% 79.7% 81.1%

生涯学習 誰もが、いつでも、どこでも学びたい
ことを学べる環境が整っている 77.7% 77.7% 79.5% 80.4% 79.8%

社会教育 家庭教育や公民館活動などの社会教育
が充実している 78.5% 80.4% 81.4% 82.7% 82.1%

図書館 図書館が使いやすく、蔵書が充実して
いる 80.6% 83.0% 82.7% 85.3% 84.8%

青少年の
健全育成

青少年を地域ぐるみで育むことができる
環境になっている 77.3% 79.4% 80.3% 80.0% 81.5%

文化・文化財 市の伝統や歴史が大切にされ、文化・
芸術活動が活発に行われている 77.2% 81.9% 79.2% 80.8% 79.9%

スポーツ活動 市民がスポーツ活動に活発に取り組め
る環境になっている 78.1% 78.9% 80.0% 82.8% 81.0%

高校教育
（関商工高校）

関商工高等学校の教育環境・部活動環
境が充実している 72.3% 76.6% 73.5% 77.9% 79.6%

3） 関市教育振興計画策定委員会名簿
（敬称略）

所 属 団 体 等 氏　名 備　考

中部学院大学事務局長 田村　弘司 委員長

ＰＴＡ連合会長 富田　有香 副委員長

文化協会長 清水　青風

体育協会長 神谷　秀幸

関市西商工会長 杉山ミサ子

関商工高等学校長 山田　雄治

関特別支援学校長 岩塚　政司

小中学校長会長（安桜小学校） 長瀬　秀子

家庭児童相談員（元保育園長） 小島千恵子



次世代リーダーの養成
●中学生リーダー養成研修会（8月）
・地域及び学校間の交流の場を提供するとともに、様々な研修を通して、

将来を担うリーダーの養成を図ります。
●中学生海外研修（8月）
・豊かな国際感覚を養うとともに、広い視野をもち、リーダーとして活躍

する人材を養成するために、中学生を海外へ派遣します。

学力向上個性の伸長
●関市独自教材の活用
・「算数・数学 計算マスター」、「理科マスター」
・英語「関市必修600語」・「関市必修100文」・「関市語彙力テスト」（12

～１月）
●全国・県の学力・学習状況調査の活用
・児童生徒の状況を分析し、適切な指導を行うことで学力を向上させます。
●中学生理科数学コンテスト（８月）
　中学生英語スピーチコンテスト（10月）
・生徒の興味・関心を高め、学習への意欲を向上させるとともに、個性

や能力を育てます。
●ファミリー読書発表会（８月）
・読書に親しみ、読書活動を推進する家族の取り組みを紹介します。
●特別支援教育アシスタント・わかあゆ講師・心の相談員の配置
・特別支援教育、少人数教育の推進、個に応じた支援をするための人員

配置を進めます。
●ＩＣＴ教育の推進
・タブレット等のＩＣＴ機器の拡充と、電子黒板・タブレットを活用した

授業を推進します。
・プログラミング教育の導入に向けた研修と環境整備を進めます。

ふるさと教育の充実
●小学校鵜飼観覧 ／ 古式日本刀鍛錬見学
・郷土の伝統文化や自然・産業に直接、触れ親しむことで、「ふるさと関」

の理解を深め、郷土愛を育てます。
●英語版「関市紹介」（中学校用）の作成
・英語版の関市紹介リーフレットを作成します。

キャリア教育の推進
●夢教室
・その道に優れている方々による経験談や技に触れ、夢に向かって努力す

ることの大切さを学びます。
　　① 日本サッカー協会「こころのプロジェクト 夢の教室」
　　② 夏休みの小学生親子講座「サイエンスショー」
●職場体験 in 関市役所（10月）
・中学校2年生の職場体験を、市役所各課でも実施します。
●中高交流教育（９月）
・関商工高校による出前授業により、中学生の学習への興味・関心を高

めます。29年度は板取川・富野・津保川中学校の３校合同で行います。
●関市版「寺子屋」事業（通年）
・地域の教育力を活用し、キャリア教育の一環として、生き方を学びます。

安全・安心な環境づくり
●マイサポーター制度
・子どもたちが、自ら選んだ先生（マイサポーター）に、いつでも気軽に相

談できる体制づくりの充実を図ります。
●健全育成手帳
・子どもたちの善行やボランティア活動を記録し、地域と一体となって、

児童生徒の健全育成をめざします。
●スマホ安全使用宣言
・中学校生徒会がスマ―トフォン等の安全使用宣言を行い、節度ある使

用をします。

教職員の資質向上
●トワイライトカレッジ
・多彩な講師陣によるセミナーを通して、専門職としての資質向上を図り

ます。
●中堅教員パワーアップ研修 ／ 講師等ホープ研修
・関市独自の研修を通して、教職員の専門性を高めます。
●サマーオープンセミナー
・市内の教職員は、他校の校内研修会に自由に参加できるようにします。
●「教職員マイサポーター制度」の実施
・教職員相互の相談体制の充実を図ります。

関市教育委員会
学校教育課

平成29年度版   関市学校教育夢プラン  

安全・安心な
環境づくり

学力向上
個性の伸長

キャリア教育
の推進

次世代リーダー
の養成

ふるさと教育
の充実

教職員の
資質向上
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